
上尾歴史散歩（上平コース） 

 

上平コース 

武州紅花の栽培は江戸商人の柳屋五郎三郎の手代が、上村（上尾市上）

の農民七五郎に紅花の種子を与えて栽培をしたのが“武州紅花”生産の始

まりと言われています。(べにばな通り案内板より) 

問い合わせ先：あげおアッピーガイドの会(観光ガイド料は無料) 

〒362-0042 埼玉県上尾市谷津 2-1-50上尾市プラザ 22 上尾市観光協会内   

TEL：048-775-5917 FAX：048-775-5024 E メール：info@ageo-kankou.com 

http://appie.html.xdomain.jp/ 

徒歩約 4Km、所要時間約 3時間（説明含む） 

相頓寺 

寶蔵寺 らかんまき 原市駅 

PAPA 

北上尾駅⇒立場須田家⇒上・氷川神社⇒龍山院⇒少林寺⇒芭蕉句碑⇒ 

平野農園⇒（菅谷北城跡⇒龍真寺⇒）北上尾駅 （）内オプション 

北上尾駅 

菅谷北城跡 

龍山院 

 

私年号板石塔婆 

上・氷川神社 

龍真寺 

セキチュー 

出典：国土地理院 

少林寺 

土塁跡 

紅花商・須田家 

上尾宿・立場 

芭蕉句碑 



上平コース 
 

上・氷川神社： 

・武蔵国（東京、埼玉）に氷川神社 280社。大宮・氷川神社

（創建 2400年前）が武蔵一宮。元旦に天皇陛下が拝される 

神宮・神社８社のうちの１社であり、格式の高い神社です。 

・毎年４月２日正午過ぎに伝統的な神楽が奉納されます。 

桜見物も兼ねてお出で下さい。 

・歴史を感じる 300年前の庚申塔、250年前の力石もあります。 

龍山院： 

創建 560年前の真言宗智山派の古刹。御本尊は十一面観音菩薩。  

耳だれ様：どぶろくで耳の病気を治したことから信仰されました。 

大むくろじ：樹齢 300年以上。実は羽根つきの羽根の黒玉です。 

 

少林寺 （臨済宗円覚寺派） 

・創建 750年前。鎌倉幕府執権北条時宗の妻覚山尼が開基。 

・涅槃図：約 200年前に奉納。お釈迦様入滅の 2月 15日と 

10月初旬の虫干し、各前後１週間ほどご開帳されます。 

厳か、かつ絢爛豪華な釈迦涅槃図をぜひご拝観下さい。 

・山門：茅葺型銅板葺屋根。市の指定文化財。通年花木が鑑賞できる花の寺として有名。 

 

私年号板石塔婆 

・菅谷の平野農園の奥に、「福徳二年」銘の私年号板石塔婆。 

約 530年前、室町時代に制作されました。 

・戦乱や災害が続くと、朝廷の正式年号とは別に、縁起直し 

 として、めでたい字の入った年号を寺社が付けました。 

 

菅谷北城跡 

室町時代初期、観応 3年(1352年）、将軍足利尊氏から春日八郎行元が桶皮郷菅谷村を 

拝領しました。 

 

龍真寺：16世紀中ごろ設立された曹洞宗寺院。 

御本尊：釈迦如来。脇侍(きょうじ)は文殊菩薩と普賢菩薩で、 

この三尊像は市の指定文化財になっています。 

奉納年月日、奉納者名、奉納理由、全て分かっている珍しい例。 

十王堂：亡者の罪を裁く裁判官１０人の像。裁判長は閻魔大王。 

中国の道教の影響で、平安、鎌倉時代に十王思想が流行しました。 




